
企業会議（Meeting）、報奨・研修旅行（Incentive）、
国際会議・大会（Convention）、
展示会・イベント（Exhibition/Event）を総称したMICE。
震災復興が進む中、2020年東京オリンピックの開催も決定！
日本はMICE創造に向けて新たな一歩を踏み出しました。
伸張著しいアジア諸国の動向を注視しながら、
日本そして地域の特性を生かして、いかにMICEを創造していくのか。
冬の北海道で熱い議論を交わします。

MICE再創造へ
新たな一歩！

■お問い合わせ・申し込み
日本コンベンション研究会事務局
〒060-0001　北海道札幌市中央区北1条西3丁目札幌MNビル3階
（公財）札幌国際プラザ 企画プロジェクト担当課内

TEL 011-211-3676　FAX 011-232-3833
URL  http://www.japan-convention.net/
E-mail  info@japan-convention.net　

［主催］ 日本コンベンション研究会　　　［共催］さっぽろMICE 推進委員会　　　［協力］さっぽろGreener Week 運営協議会
［主管］ 公益財団法人札幌国際プラザ、ＮＰＯ法人コンベンション札幌ネットワーク
［後援］ 観光庁、北海道運輸局、北海道開発局、北海道経済産業局、北海道、札幌市、小樽市、日本政府観光局（JNTO）、
 一般社団法人日本コングレス・コンベンションビューロー（JCCB）、一般社団法人日本コンベンション事業協会（CPA）、日本PCO協会（JAPCO）、MPI Japan Chapter、
 公益社団法人北海道観光振興機構、北海道コンベンション誘致推進協議会、一般社団法人札幌観光協会（予定）

新たな一歩！新たな一歩！

］さっぽろGreener Week 運営協議会

■国際観光コンベンションフォーラム
　日本コンベンション研究会が主催し、全
国の研究者、自治体、観光協会、コンベン
ションビューロー、観光コンベンション関連
企業・施設等に呼びかけ、MICE・集客交流
産業のあり方・課題などを地域の立場から
議論する場として、2006年から毎年度開
催しているものです。
 2013年の青森に続いては、雪まつり期
間中の札幌で、環境配慮イベント「さっぽ
ろGreener Week」の一環として実施いた
します。

■開催概要
［開催地］札幌市・小樽市
［会　場］
 ロイトン札幌
 札幌市中央区北1条西11丁目1
 TEL 011-271-2711
 URL http://www.daiwaresort.jp/royton/

［定　員］
 140名（申し込み先着順）
［参加費］
 A登録（意見交換会　参加）
 ・一般 12,000円（学生 6,000円）
 ・日本コンベンション研究会会員 　  
  　  8,000円 （学生会員 4,000円）
 B登録（意見交換会　不参加）
 ・一般 10,000円（学生5,000円）
 ・日本コンベンション研究会会員  
  　  6,000円 （学生会員 3,000円）

●オプション1…4,000円
5日（火）
エクスカーション & MICEミーティング
（小樽雪あかりの路体験レクチャー等。昼食含む）

●オプション2…5,000円 
5日（火）　小樽交流会参加

㊋ ㊌
2014年

2月4日   5日
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13：00 受付・開場

13：30 開会
 • 主催者あいさつ 石森 秀三［日本コンベンション研究会 会長］

13：40 基調講演
 「MICE創造 ─北海道ガーデンショーに学ぶ」

北海道清水町「十勝千年の森」を会場に、2012年６月から４
カ月にわたり開催された北海道ガーデンショーは、来場20
万人を達成。雄大な大自然の中に世界で活躍する作家が
ガーデンを造り、北海道らしい庭園文化を国内外に発信しま
した。その成功の要因をガーデンショー・ディレクターから学
びます。

 ●高野 文彰［高野ランドスケ－ププランニング株式会社 取締役会長］

15：30 分科会 ─ ラウンドテーブルミーティング

 ◇第1分科会
 「景観を創造 ─シーニックバイウェイ北海道の挑戦」

地域と行政が連携し、景観や自然環境に配慮し、地域の魅力
を道でつなぎながら個性的な地域、美しい環境づくりを目指
すシーニックバイウェイ。2005年度より全国に先駆けてス
タートした「シーニックバイウェイ北海道」は、着実な成果を
あげています。その挑戦の歩みを検証します。

●コーディネーター
 　市岡 浩子［札幌国際大学観光学部 教授］
 ●スピーカー
 　和泉 晶裕［国土交通省開発局 道路計画課長］

 ◇第2分科会
 「地域MICEを創造 ─DMOとDMC※を考える」

地域のMICE振興にとって重要な位置を占めてきている
DMOとDMC。その果たすべき役割、今後の展開を考えます。
※DMO： Destination Marketing Organization
   DMC： Destination Management Company

●コーディネーター
 　難波 美帆［北海道大学創成研究機構URAステーション 特任准教授］
 ●スピーカー
 　徳田　博之［DMC JAPAN Network 代表］

17：30 口演・ポスター発表

18：00 意見交換会

10：00 パネルディスカッション
 「オリンピックはグリーンMICEで！」

2020年東京オリンピックの開催が決定した中で、世界の潮流で
あるイベント・コンベンションの環境配慮を日本でどう進めていく
のか、専門家・実践者とともに考えます。

 ●コーディネーター
 　臼井 冬彦［北海道大学観光学高等研究センター 特任教授］
 ●パネリスト
 　伊坪 徳宏［東京都市大学環境学部 教授］
 　中島　 悠［株式会社グリーンアップル 代表取締役］　　他

11：50 全体総括
 ●石森 秀三［日本コンベンション研究会 会長］

12：00 閉会

＊オプション
12：20 エクスカーション&MICEミーティング 出発
 昼食（バス車内「北海道地産地消弁当」）

13：30 小樽『田中酒造』工場見学

14：00 MICEサロン・ミーティング
 会場：田中酒造 亀甲蔵
 「ユニークベニューをどう活かすか」

歴史的建造物に溢れた小樽で、ユニークベニューをMICEで
どのように活用していくか、語り合います。

 ●モデレーター
 　原 　利一［一般財団法人くにびきメッセ 事務局長］

16：00 『小樽雪あかりの路』体験レクチャー
「ふるさとイベント大賞総務大臣表彰」や「国土交通省地域づ
くり表彰特別賞」など高い評価を受けている「小樽雪あかりの
路」の魅力を、作業とレクチャーを通じて体感します。

 ●モデレーター
 　簔谷 和臣［小樽雪あかりの路実行委員会］

18：15 小樽駅前到着

18：30 小樽交流会

国際観光コンベンションフォーラム 2014 in 札幌 プログラム

2月4日（火）第1日 2月5日（水）第2日

ロイトン札幌
札幌市中央区北1条西11-1
TEL 011-271-2711／FAX 011-207-3344

※講師等は都合により変更となる場合があります。

会場
アクセス

宿泊ホテルのご案内
札幌での宿泊手配をご希望の方には、以下のホテルをご用意しますの
で、希望ホテルおよび禁煙／喫煙の別を参加申込書の該当欄に記載く
ださい。

A ロイトン札幌 9,500円
B ホテルリソルトリニティ札幌、または同等クラス 8,000円
C 東横イン札幌駅西口北大前、または同等クラス 4,980円
（2月4日泊分／シングル／税・サービス・朝食込）


